
は
じ
め
に
 
 

大
江
健
三
郎
の
作
品
世
界
に
は
中
国
人
が
全
く
表
象
さ
れ
て
お
ら
ず
、
 
 

中
国
文
学
と
の
影
響
関
係
も
ほ
と
ん
ど
見
つ
か
ら
な
い
。
こ
れ
が
原
因
 
 

か
、
日
本
に
お
い
て
も
中
国
に
お
い
て
も
、
「
大
江
健
三
郎
と
中
国
」
と
 
 

い
う
の
が
、
一
つ
の
研
究
課
題
と
な
っ
て
十
分
に
重
視
さ
れ
て
は
い
な
 
 

い
。
大
江
研
究
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
い
な
い
こ
の
点
に
着
 
 

日
し
て
、
価
値
の
あ
る
も
の
を
見
出
そ
う
と
い
う
の
が
、
本
稿
の
出
発
 
 

点
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

初
期
創
作
活
動
の
過
程
に
お
い
て
見
れ
ば
、
「
奇
妙
な
仕
事
」
や
「
死
 
 

者
の
香
り
」
、
「
飼
育
」
や
「
人
間
の
羊
」
な
ど
を
以
っ
て
 
（
監
禁
さ
れ
 
 

）
 

た
状
態
に
お
け
る
無
気
力
で
絶
望
し
た
戦
後
日
本
の
青
年
を
措
い
た
 
 

大
江
健
三
郎
は
、
一
九
五
九
年
に
「
わ
れ
ら
の
時
代
」
、
「
青
年
の
汚
名
」
 
 

を
以
っ
て
、
監
禁
さ
れ
た
状
態
と
の
対
決
を
図
る
人
物
を
造
型
す
る
こ
 
 

と
に
よ
っ
て
創
作
方
法
の
載
換
を
試
み
た
が
、
い
ず
れ
も
失
敗
祝
さ
れ
 
 

大
江
健
三
郎
に
お
け
る
中
国
 
 

－
一
九
六
〇
年
中
国
旅
行
を
め
ぐ
っ
て
1
 
 

王
 
斬
 
新
 
 
 

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
完
六
〇
年
五
月
三
〇
か
ら
約
一
 
 

ヶ
月
の
間
、
大
江
健
三
郎
は
第
三
次
日
本
文
学
代
表
団
の
団
員
の
一
人
 
 

と
し
て
、
野
間
宏
、
竹
内
実
、
亀
井
勝
一
郎
、
開
高
健
、
松
岡
洋
子
、
白
 
 

土
書
夫
ら
と
と
も
に
中
国
を
訪
問
し
た
。
 
 

）
 

今
度
の
中
国
旅
行
は
、
大
江
健
三
郎
自
筆
年
に
記
さ
れ
て
い
る
最
 
 

初
の
外
国
旅
行
で
あ
る
。
大
江
健
三
郎
計
三
回
の
中
国
旅
行
の
う
ち
、
一
 
 

九
六
〇
年
の
中
国
旅
行
が
、
最
も
時
間
が
長
く
、
ま
た
接
触
範
囲
も
広
 
 

〉
 

く
、
感
銘
も
深
か
っ
た
た
め
、
本
人
に
も
重
要
視
さ
れ
て
い
。
こ
の
 
 

約
一
ケ
月
の
中
国
旅
行
は
い
さ
さ
か
も
表
象
さ
れ
は
し
な
か
っ
た
し
、
旅
 
 

行
中
に
あ
っ
た
こ
と
や
出
会
っ
た
人
物
が
、
そ
の
後
も
ず
っ
と
小
説
化
 
 

さ
れ
は
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
大
江
健
三
郎
の
創
作
活
動
の
全
局
を
 
 

考
え
る
と
、
こ
の
一
九
六
〇
年
の
中
国
旅
行
は
か
な
り
重
要
な
出
来
事
 
 

で
あ
る
と
わ
か
る
。
こ
の
中
国
旅
行
が
、
大
江
健
三
郎
に
い
か
な
る
中
 
 

国
認
識
・
日
本
認
識
を
持
た
せ
、
そ
し
て
彼
に
い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
 
 

し
て
い
た
の
か
。
本
稿
は
、
一
九
六
〇
年
訪
中
前
後
の
小
説
や
エ
ッ
セ
 
 
 



イ
、
言
説
に
見
ら
れ
る
当
時
大
江
健
三
郎
の
中
国
と
日
本
に
対
す
る
捉
 
 

え
方
、
そ
し
て
、
大
江
健
三
郎
の
初
期
創
作
活
動
に
お
け
る
中
国
旅
行
 
 

の
意
味
づ
け
、
位
置
づ
け
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。
 
 
 

一
（
現
実
生
活
）
 
の
発
見
 
 
 

一
九
六
〇
年
五
月
、
中
・
短
編
集
『
孤
独
な
青
年
の
休
暇
』
が
刊
行
 
 

5
）
 

さ
れ
た
。
作
品
の
全
体
構
造
が
「
破
綻
し
て
」
「
失
敗
作
と
評
さ
れ
て
 
 

）
 

い
る
が
、
自
筆
年
の
一
九
六
〇
年
の
項
に
は
、
「
『
わ
れ
ら
の
時
代
』
 
 

（
一
九
五
九
）
以
後
、
私
は
自
分
自
身
を
き
わ
め
て
内
的
な
意
味
で
束
縛
 
 

し
強
制
し
、
次
の
一
連
の
方
法
的
な
試
み
と
い
う
性
質
の
つ
よ
い
中
・
短
 
 

編
を
書
い
た
。
新
潮
社
刊
『
孤
独
な
青
年
の
休
暇
』
（
翌
年
五
月
）
（
今
 
 

年
五
月
の
誤
り
 
－
 
筆
者
注
）
 
に
お
さ
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
 
 

す
べ
て
の
テ
ー
マ
は
、
現
実
か
ら
疎
外
さ
れ
た
青
年
を
え
が
く
こ
と
で
 
 

あ
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
る
と
、
こ
の
中
・
短
編
集
も
 
 

『
わ
れ
ら
の
時
代
』
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
作
品
を
 
 

読
ん
で
い
く
と
、
ど
こ
か
違
う
印
象
を
受
け
る
よ
う
に
思
う
。
 
 
 

そ
の
中
の
短
編
の
一
つ
で
あ
る
「
孤
独
な
青
年
の
休
暇
」
の
主
人
公
 
 

の
 
（
私
）
 
は
男
に
襲
わ
れ
て
逃
げ
た
が
、
途
中
で
意
識
を
失
い
、
目
が
 
 

覚
め
る
と
、
自
分
が
倉
庫
の
中
に
い
る
と
分
か
る
。
自
分
が
同
性
愛
者
 
 

に
殺
さ
れ
、
海
に
投
棄
さ
れ
た
と
夕
方
の
新
聞
で
読
ん
だ
時
、
「
一
週
間
 
 

で
い
い
、
こ
の
ま
ま
死
ん
で
い
よ
う
、
自
分
自
身
を
日
常
生
活
の
束
縛
 
 

か
ら
保
釈
す
る
の
だ
。
死
ん
で
し
ま
っ
て
人
間
、
無
名
の
非
存
在
と
し
 
 

て
自
由
に
、
解
放
さ
れ
て
一
週
間
を
過
ご
す
の
だ
」
と
思
っ
た
。
（
日
常
 
 

生
活
の
束
縛
）
か
ら
脱
出
す
る
と
、
（
自
由
）
と
（
解
放
）
が
得
ら
れ
る
 
 

が
、
そ
の
条
件
は
、
（
無
名
の
非
存
在
）
と
し
て
で
あ
る
。
「
透
明
人
間
 
 

の
自
由
感
、
解
放
感
を
享
受
し
な
が
ら
、
し
か
も
濃
密
に
自
己
の
肉
体
 
 

お
よ
び
精
神
の
存
在
感
を
味
わ
い
な
が
ら
ス
ラ
ム
街
を
歩
い
て
い
た
」
 
 

（
私
）
は
、
か
つ
て
の
現
実
生
活
か
ら
消
失
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
う
 
 

一
つ
の
現
実
生
活
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
る
。
即
ち
、
（
現
実
に
 
 

疎
外
さ
れ
た
）
主
人
公
に
、
現
実
生
活
に
回
復
す
る
機
会
が
訪
れ
る
の
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

「
孤
独
な
青
年
の
休
暇
」
の
あ
と
、
長
編
『
遅
れ
て
き
た
青
年
』
（
一
 
 

九
六
一
－
一
九
六
二
）
や
短
編
「
セ
ヴ
ン
テ
ィ
ー
ン
」
・
「
政
治
少
年
死
 
 

す
」
（
一
九
六
一
・
一
）
も
同
じ
く
（
性
的
人
間
）
を
取
り
上
げ
た
が
、
 
 

以
前
の
作
品
と
異
な
る
タ
イ
プ
、
つ
ま
り
（
安
逸
）
 
や
 
（
退
嬰
）
 
と
異
 
 

な
る
よ
う
な
性
格
の
人
物
を
措
い
て
い
る
。
『
遅
れ
て
き
た
青
年
』
の
（
わ
 
 

た
し
）
や
「
セ
ヴ
ン
テ
ィ
ー
ン
」
、
「
政
治
少
年
死
す
」
の
 
（
お
れ
）
は
、
 
 

い
ず
れ
も
攻
撃
性
や
権
力
ヘ
の
意
志
を
持
っ
た
人
で
あ
り
、
こ
う
し
た
 
 

大
江
自
身
の
 
「
政
治
的
人
間
」
と
「
性
的
人
間
」
と
い
う
二
分
法
の
分
 
 

類
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
人
物
は
、
こ
れ
ま
で
の
主
人
公
に
は
あ
ま
り
 
 

み
ら
れ
な
か
っ
た
。
換
言
す
る
と
、
「
孤
独
な
青
年
の
休
暇
」
と
そ
れ
以
 
 

降
の
作
品
と
の
間
に
、
裂
け
目
が
入
っ
て
い
る
。
も
し
、
大
江
が
「
孤
 
 

独
な
青
年
の
休
暇
」
と
そ
れ
以
降
の
作
品
と
の
間
で
方
法
と
主
題
の
転
 
 

換
を
行
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
転
換
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
何
で
 
 
 



あ
ろ
う
か
。
 
 
 

国
際
的
情
勢
か
ら
み
る
と
、
「
孤
独
な
青
年
の
休
暇
」
が
発
表
さ
れ
た
 
 

一
九
六
〇
年
前
後
は
、
世
界
的
範
囲
に
わ
た
る
平
和
・
反
戦
運
動
が
盛
 
 

ん
に
行
な
わ
れ
、
い
わ
ゆ
る
第
三
世
界
で
あ
る
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
諸
 
 

国
が
民
族
解
放
運
動
を
展
開
し
、
植
民
地
の
状
態
か
ら
独
立
を
獲
得
し
 
 

て
い
く
時
期
で
あ
っ
た
。
日
本
国
内
で
い
え
ば
、
こ
の
民
族
独
立
運
動
 
 

の
波
を
受
け
、
反
安
保
条
約
改
定
の
闘
争
が
甚
だ
し
い
勢
い
で
行
わ
れ
 
 

て
い
た
時
期
で
あ
る
。
前
年
三
月
に
安
保
改
定
阻
止
国
民
会
議
が
結
成
 
 

さ
れ
、
ま
も
な
く
そ
れ
が
大
衆
運
動
へ
と
広
が
り
、
一
一
月
に
作
家
・
芸
 
 

術
家
∴
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
た
ち
が
「
安
保
批
判
の
会
」
を
成
立
し
た
。
大
 
 

江
健
三
郎
も
一
九
六
〇
年
安
保
闘
争
の
な
か
で
、
進
歩
的
な
文
化
人
を
 
 

中
心
と
す
る
「
安
保
批
判
の
会
」
と
「
若
い
日
本
の
会
」
に
参
加
し
、
安
 
 

保
条
約
改
定
阻
止
の
た
め
に
、
政
治
的
意
思
表
明
を
し
、
活
動
し
て
い
 
 

た
。
そ
し
て
五
月
に
、
大
江
は
日
本
文
学
代
表
団
の
一
員
と
し
て
中
国
 
 

を
訪
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

大
江
は
鶴
見
俊
輔
と
の
対
談
で
、
大
学
に
入
学
し
て
、
代
々
木
の
日
 
 

本
共
産
党
の
本
部
に
ひ
る
が
え
る
赤
旗
を
見
て
、
一
種
の
解
放
感
を
味
 
 

（
7
）
 
 

わ
っ
た
と
回
想
し
た
こ
と
か
ら
み
る
と
、
当
時
の
大
江
は
共
産
党
に
一
 
 

種
の
親
近
感
を
持
っ
て
い
た
と
い
っ
て
い
い
よ
う
で
あ
る
。
一
九
六
〇
 
 

年
に
最
初
の
海
外
訪
問
で
共
産
党
国
家
の
中
国
に
行
き
、
帰
国
し
て
ま
 
 

も
な
く
、
共
産
党
系
の
新
日
本
文
学
会
に
入
会
し
た
こ
と
が
、
中
国
訪
 
 

問
の
影
響
の
も
っ
と
も
端
的
な
現
れ
で
あ
ろ
う
。
大
江
の
共
産
党
系
へ
 
 

あ
る
程
度
傾
倒
し
て
い
た
こ
と
は
と
も
か
く
と
し
て
、
彼
が
日
本
青
年
 
 

の
対
社
会
意
識
・
対
現
実
意
識
の
変
化
に
気
づ
く
の
は
、
お
そ
ら
く
中
 
 

国
訪
問
を
終
え
て
帰
国
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
 
 

一
九
六
〇
年
四
月
の
末
頃
か
ら
、
中
国
で
は
『
人
民
日
報
』
を
は
じ
 
 

め
と
す
る
各
大
新
聞
社
が
、
日
米
安
保
問
題
を
め
ぐ
る
日
本
人
の
動
巷
 
 

を
報
道
し
始
め
た
。
『
人
民
日
報
』
を
例
に
し
て
み
れ
ば
、
必
ず
一
日
八
 
 

面
の
う
ち
、
一
面
か
二
面
程
度
で
日
本
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
生
書
生
き
と
 
 

報
道
し
た
り
、
四
日
か
五
日
ご
と
に
社
説
を
一
編
出
し
た
り
し
て
い
た
。
 
 

こ
の
よ
う
な
折
に
、
夏
の
「
北
京
の
ホ
テ
ル
で
、
た
ち
ま
ち
乾
燥
し
て
 
 

）
 

し
ま
う
汗
を
た
え
ま
な
く
流
し
な
が
ら
、
『
人
民
日
報
』
を
読
ん
だ
大
 
 

江
が
、
「
現
在
か
ら
未
来
に
む
か
う
ベ
ク
ト
ル
の
は
っ
巷
り
正
面
に
で
て
 
 

い
る
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
歴
史
観
が
、
い
か
に
日
本
の
政
治
問
題
を
あ
ざ
 
 

や
か
に
と
ら
え
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
最
も
興
奮
さ
せ
ら
れ
て
い
た
『
 
 

の
も
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
『
人
民
日
報
』
と
い
う
外
国
メ
デ
ィ
ア
に
 
 

よ
っ
て
報
道
さ
れ
た
自
国
で
行
な
わ
れ
て
い
る
民
衆
運
動
に
関
す
る
情
 
 

報
を
大
江
が
や
や
情
緒
的
に
受
け
と
め
て
い
た
お
そ
れ
も
あ
る
が
、
こ
 
 

の
よ
う
な
高
揚
感
に
、
大
江
が
何
を
見
つ
け
た
の
か
は
、
こ
こ
で
注
目
 
 

さ
れ
る
ペ
卓
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 
 
 

『
孤
独
な
青
年
の
休
暇
』
の
「
後
記
」
に
、
「
自
分
は
現
実
か
ら
疎
外
 
 

さ
れ
て
い
る
青
年
作
家
に
す
ぎ
ず
、
真
の
作
家
と
は
、
逆
に
参
加
す
る
 
 

も
の
だ
と
す
れ
ば
、
自
分
は
誤
謬
を
お
か
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
 
 

い
う
自
覚
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
あ
わ
せ
る
と
、
訪
中
後
に
書
い
た
こ
 
 
 



の
「
強
権
に
確
執
を
か
も
す
志
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
に
は
、
「
安
保
闘
争
 
 

を
つ
う
じ
て
は
じ
め
て
現
実
生
活
に
ふ
れ
た
」
と
い
う
作
家
自
身
の
正
 
 

直
な
告
白
が
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
さ
っ
か
け
で
、
大
江
が
現
実
感
覚
を
 
 

養
成
し
始
め
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
大
江
が
「
日
本
の
青
年
は
、
と
 
 

い
う
よ
う
な
一
般
的
総
括
は
や
は
り
政
治
を
現
実
生
活
の
外
で
客
観
的
 
 

（
1
0
）
 
 

に
見
る
種
族
の
方
法
だ
ろ
う
」
 
と
い
う
認
識
を
持
ち
始
め
た
と
巷
、
（
現
 
 

実
か
ら
疎
外
さ
れ
た
青
年
）
と
い
う
命
題
の
影
は
、
次
第
に
薄
く
な
っ
 
 

て
い
く
。
 
 
 

訪
中
帰
国
後
の
創
作
を
見
て
み
れ
ば
、
大
江
の
こ
う
し
た
「
転
向
」
が
 
 

目
に
付
く
。
一
九
六
〇
年
一
〇
月
、
浅
沼
社
会
党
委
員
長
が
講
演
中
に
 
 

右
翼
青
年
に
刺
殺
さ
れ
る
事
件
が
お
こ
り
、
大
江
は
こ
の
事
件
を
モ
デ
 
 

ル
に
、
セ
ヴ
ン
テ
ィ
ー
ン
の
 
（
政
治
少
年
）
が
テ
ロ
リ
ス
ト
ヘ
変
身
す
 
 

る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
措
い
た
「
セ
ヴ
ン
テ
ィ
ー
ン
」
お
よ
び
そ
の
第
 
 

二
部
「
政
治
少
年
死
す
」
を
発
表
し
た
。
同
じ
こ
ろ
、
大
江
は
創
作
の
 
 

ほ
か
、
大
量
の
エ
ッ
セ
イ
や
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
、
紀
行
文
も
発
表
し
た
。
 
 

そ
の
エ
ッ
セ
イ
の
多
く
は
全
エ
ッ
セ
イ
集
『
厳
粛
な
綱
渡
り
』
、
ル
ポ
ル
 
 

タ
ー
ジ
ュ
と
紀
行
文
の
多
く
は
、
『
世
界
の
若
者
た
ち
』
、
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
 
 

の
声
・
僕
自
身
の
声
』
 
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
江
が
自
身
 
 

の
文
学
世
界
を
こ
の
よ
う
に
開
拓
し
た
理
由
に
、
中
国
訪
問
を
経
て
自
 
 

1
1
）
 

己
の
「
閉
鎖
的
で
室
内
的
な
性
格
を
つ
く
り
か
え
る
レ
必
要
を
感
じ
た
 
 

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
 
 
 

以
上
を
ま
と
め
て
み
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
（
現
実
生
活
）
が
欠
如
し
 
 

て
い
る
と
自
覚
し
た
大
江
が
、
安
保
闘
争
と
中
国
訪
問
に
よ
っ
て
、
一
 
 

般
の
日
本
人
及
び
中
国
人
民
に
対
し
て
、
あ
る
期
待
感
を
持
つ
よ
う
に
 
 

な
り
、
そ
し
て
こ
れ
に
よ
っ
て
、
（
現
実
生
活
）
 
へ
の
連
帯
感
を
感
じ
取
 
 

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
一
九
六
〇
年
の
安
保
闘
争
と
 
 

中
国
旅
行
が
、
大
江
に
作
風
の
転
換
を
促
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
無
視
 
 

で
き
な
い
と
い
え
よ
う
。
 
 

二
 
（
誇
り
）
の
発
見
 
 

初
期
作
品
に
お
け
る
大
江
健
三
郎
の
中
心
的
テ
ー
マ
は
（
監
禁
さ
れ
 
 

（
1
2
）
 
 

た
状
態
）
で
あ
る
こ
と
ば
、
作
家
自
身
も
そ
う
自
評
し
て
い
る
た
め
、
既
 
 

に
定
評
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
一
連
の
作
品
の
な
か
で
、
大
江
健
三
郎
 
 

は
、
行
動
と
無
為
の
対
立
の
中
で
、
無
為
し
か
選
択
し
得
な
い
青
年
に
 
 

焦
点
を
当
て
、
日
本
の
青
年
は
 
（
見
る
だ
け
で
跳
ぺ
な
い
）
無
気
力
な
 
 

若
者
た
ち
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
世
代
設
定
を
し
た
。
こ
の
無
気
力
な
 
 

イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
大
江
健
三
郎
は
自
身
の
エ
ッ
セ
イ
で
「
ぽ
く
ら
 
 

日
本
の
若
い
人
間
た
ち
が
、
あ
い
ま
い
で
執
拗
な
壁
に
と
じ
こ
め
ら
れ
 
 

て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
、
ぽ
く
ら
の
あ
い
だ
に
は
真
に
人
 
 

間
的
な
連
帯
感
は
な
く
、
ざ
ら
ざ
ら
し
た
毛
皮
を
お
し
つ
け
あ
っ
て
ほ
 
 

え
る
犬
た
ち
の
よ
う
に
、
た
だ
体
を
か
ら
ま
せ
あ
っ
て
い
る
だ
け
だ
と
 
 

で
 

い
う
イ
メ
ー
ジ
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
分
か
る
よ
う
 
 

に
、
初
期
創
作
活
動
に
お
け
る
大
江
健
三
郎
に
と
っ
て
の
 
（
戦
後
）
と
 
 

は
、
（
壁
）
 
に
 
（
監
禁
さ
れ
た
状
態
）
 
で
あ
っ
た
。
 
 
 



大
江
健
三
郎
の
初
期
作
品
に
お
い
て
、
（
僕
ら
）
、
（
僕
ら
日
本
の
青
年
）
 
 

と
い
う
よ
う
な
言
葉
が
多
用
さ
れ
、
主
人
公
た
ち
は
（
僕
）
で
は
な
く
、
 
 

し
ば
し
ば
 
（
僕
ら
）
と
い
う
世
代
の
名
の
も
と
で
発
言
す
る
。
大
江
健
 
 

三
郎
は
作
品
の
な
か
で
、
（
僕
）
や
靖
男
な
ど
と
い
う
個
人
に
、
（
現
代
 
 

日
本
の
青
年
〉
と
い
う
世
代
の
象
徴
を
託
し
、
個
人
的
な
無
為
を
社
会
 
 

的
現
象
と
し
て
、
あ
る
い
は
若
い
世
代
全
体
に
共
通
し
た
問
題
と
し
て
 
 

捉
え
、
個
人
か
ら
普
遍
・
一
般
へ
と
問
題
を
押
し
上
げ
る
中
で
、
（
わ
れ
 
 

ら
の
時
代
）
と
い
う
の
は
絶
望
と
行
動
不
能
の
時
代
で
あ
る
と
把
握
し
 
 

た
こ
と
ば
、
既
に
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
要
す
 
 

る
に
、
一
九
五
〇
年
代
の
日
本
の
 
（
監
禁
さ
れ
た
）
と
い
う
時
代
状
況
 
 

が
、
（
僕
ら
）
の
世
代
を
無
気
力
に
さ
せ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
が
、
当
 
 

時
の
大
江
健
三
郎
作
品
の
モ
チ
ー
フ
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
（
壁
）
に
 
 

よ
っ
て
日
本
人
が
 
（
監
禁
さ
れ
）
 
て
い
る
状
況
を
、
大
江
健
三
郎
が
青
 
 

年
（
学
生
）
 
の
造
型
を
通
じ
て
措
い
た
。
 
 
 

し
か
し
、
こ
と
は
こ
こ
に
留
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
大
江
健
三
 
 

郎
は
、
ご
く
個
人
的
な
テ
ー
マ
を
社
会
的
な
テ
ー
マ
へ
と
押
し
上
げ
た
 
 

だ
け
で
は
な
く
、
更
に
こ
の
青
年
一
般
の
特
徴
を
、
特
殊
な
時
代
的
意
 
 

義
に
ま
で
昇
華
さ
せ
、
国
際
政
治
的
状
況
に
ま
で
結
び
つ
け
た
の
で
あ
 
 

る
。
 
 
 

「
現
代
日
本
は
、
性
的
人
間
の
国
家
と
化
し
、
強
大
な
牡
ア
メ
リ
カ
の
 
 

（
1
4
）
 
 

従
属
者
と
し
て
屈
服
し
安
逸
を
享
楽
し
て
い
る
…
…
」
 
と
い
う
認
識
を
 
 

え
た
時
か
ら
、
大
江
健
三
郎
の
視
線
は
国
家
独
立
を
は
じ
め
と
す
る
政
 
 

当
時
中
国
外
交
部
長
の
陳
毅
将
軍
に
会
っ
て
、
い
ま
ま
で
の
自
分
の
 
 

創
作
に
つ
い
て
、
ま
た
自
国
で
あ
る
日
本
の
状
況
的
・
時
代
的
認
識
に
 
 

つ
い
て
、
大
江
健
三
郎
は
以
上
の
よ
う
に
述
べ
た
。
「
日
本
の
青
春
の
頚
 
 

廃
が
、
外
国
軍
の
日
本
駐
留
に
本
質
的
に
原
因
し
て
い
る
」
と
い
う
認
 
 

識
を
得
た
の
は
、
「
中
国
を
お
と
ず
れ
」
、
「
か
つ
て
外
国
人
の
足
の
下
で
 
 

泥
に
ま
み
れ
て
い
た
上
海
の
青
年
が
、
い
ま
や
い
か
に
希
望
に
み
ち
て
 
 
 

治
的
な
こ
と
に
向
善
始
め
た
と
い
え
る
。
一
九
六
〇
年
の
中
国
旅
行
に
 
 

よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
時
代
認
識
が
、
よ
り
一
層
確
認
さ
れ
、
深
化
さ
 
 

れ
た
。
 
 

私
は
頚
廃
し
た
無
気
力
な
青
年
を
え
が
く
こ
と
で
文
学
的
出
発
を
 
 

し
ま
し
た
。
私
は
、
現
代
日
本
の
青
年
の
最
も
典
型
的
な
パ
タ
ー
 
 

ン
と
し
て
そ
れ
を
え
が
い
て
凄
ま
し
た
。
（
中
略
）
そ
れ
が
日
本
の
 
 

現
実
だ
と
思
え
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て
中
国
を
お
と
ず
れ
た
私
が
 
 

理
解
し
た
の
は
、
た
と
え
ば
か
つ
て
外
国
人
の
足
の
下
で
泥
に
ま
 
 

み
れ
て
い
た
上
海
の
青
年
が
、
い
ま
や
い
か
に
希
望
に
み
ち
て
い
 
 

る
か
を
見
て
理
解
し
た
の
は
、
こ
う
い
う
日
本
の
青
春
の
頚
廃
が
、
 
 

外
国
軍
の
日
本
駐
留
に
本
質
的
に
原
因
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
 
 

で
す
。
私
は
た
び
た
び
、
日
本
に
い
る
外
国
人
と
の
関
係
に
お
い
 
 

て
こ
う
い
う
青
年
を
え
が
き
だ
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
正
し
か
っ
 
 

た
と
思
い
ま
す
 
 
冤
）
 
 



い
る
か
を
見
」
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
き
 
 

っ
か
け
で
、
自
分
の
時
代
的
把
握
が
「
正
し
か
っ
た
」
と
も
確
認
で
き
 
 

た
。
植
民
地
・
半
植
民
地
の
状
態
の
も
と
か
ら
解
放
さ
れ
た
中
国
は
、
真
 
 

の
独
立
し
た
国
家
の
代
名
詞
と
し
て
大
江
健
三
郎
に
記
号
化
さ
れ
た
の
 
 

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
（
あ
の
健
全
な
る
中
国
）
は
、
い
か
に
も
ア
メ
リ
カ
 
 

占
領
軍
の
支
配
下
に
あ
っ
た
日
本
と
は
対
照
的
な
存
在
と
し
て
、
大
江
 
 

健
三
郎
の
目
に
映
っ
て
い
る
。
更
に
こ
の
対
照
的
存
在
に
よ
っ
て
、
「
私
 
 

自
身
の
内
部
で
も
、
日
本
で
自
分
が
不
健
全
な
青
年
た
ち
を
え
が
い
て
 
 

き
た
の
は
ま
ち
が
い
で
な
か
っ
た
と
い
う
確
信
が
育
っ
て
き
た
の
で
あ
 
 

っ
た
。
確
か
に
 
（
あ
の
健
全
な
る
中
国
）
 
で
、
私
は
そ
の
確
信
を
か
み
 
 

ほ
）
 

し
め
る
機
会
を
え
た
の
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
 
 

一
九
六
〇
年
七
月
九
日
一
ツ
橋
学
士
会
館
で
行
わ
れ
た
日
本
文
学
代
 
 

表
団
の
歓
迎
報
告
会
で
、
大
江
健
三
郎
は
、
「
た
し
か
に
中
国
の
青
年
は
、
 
 

日
本
の
青
年
に
な
い
も
の
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
非
常
に
強
く
 
 

（
1
7
）
 
 

感
じ
ま
し
た
」
 
と
い
っ
て
、
独
立
を
成
し
遂
げ
た
中
国
の
青
年
と
日
本
 
 

の
青
年
と
は
違
う
、
そ
し
て
中
国
の
青
年
に
あ
る
も
の
が
「
日
本
の
青
 
 

年
に
な
い
」
と
実
感
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
、
中
国
の
青
年
に
あ
る
 
 

が
日
本
の
青
年
に
な
い
も
の
と
は
い
っ
た
い
何
で
あ
ろ
う
か
。
大
江
健
 
 

三
郎
が
帰
国
後
に
書
い
た
「
戦
後
青
年
の
日
本
復
帰
」
に
、
こ
の
よ
う
 
 

な
感
想
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
私
は
中
国
の
青
年
が
、
中
国
の
な
か
で
、
 
 

中
国
に
そ
の
関
心
の
中
心
を
お
き
な
が
ら
、
中
国
人
と
し
て
誇
り
と
と
 
 

も
に
生
き
て
い
る
の
を
見
た
。
（
中
略
）
日
本
の
青
年
は
、
日
本
の
土
の
 
 

う
え
に
生
き
る
こ
と
を
誇
り
に
し
て
い
る
か
？
し
て
い
な
い
、
と
私
は
 
 

思
う
。
日
本
の
青
年
は
、
日
本
人
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
感
じ
て
い
る
 
 

望
 

か
？
そ
う
で
な
い
、
と
私
は
思
う
と
。
 
 
 

北
京
で
大
江
健
三
郎
は
コ
ン
ゴ
の
青
年
や
中
国
の
青
年
と
出
会
っ
て
、
 
 

彼
ら
か
ら
受
け
た
印
象
を
こ
の
エ
ッ
セ
イ
に
記
し
た
。
こ
の
よ
う
な
出
 
 

会
い
に
よ
っ
て
、
大
江
健
三
郎
は
中
国
で
受
け
た
コ
ン
ゴ
や
中
国
の
青
 
 

年
た
ち
の
印
象
と
比
較
し
っ
つ
、
日
本
の
青
年
を
振
り
返
っ
た
。
こ
こ
 
 

で
は
特
に
 
（
誇
り
）
と
い
う
言
葉
が
目
に
つ
く
。
中
国
の
青
年
に
あ
る
 
 

が
日
本
の
青
年
に
は
な
い
も
の
は
、
他
で
は
な
く
、
こ
の
 
（
誇
り
）
 
と
 
 

い
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
中
国
の
青
年
は
「
中
国
人
と
し
て
誇
り
 
 

と
と
も
に
生
き
て
い
る
」
が
、
日
本
の
青
年
た
ち
は
、
日
本
と
い
う
土
 
 

地
に
生
き
る
こ
と
を
誇
り
に
し
て
い
な
い
し
、
日
本
人
で
あ
る
こ
と
に
 
 

も
誇
り
を
感
じ
て
い
な
い
。
こ
れ
が
、
大
江
健
三
郎
が
中
国
旅
行
を
経
 
 

て
か
ら
捉
え
た
日
本
青
年
像
・
日
本
社
会
像
で
あ
っ
た
。
 
 
 

ゆ
え
に
大
江
は
そ
れ
ま
で
の
小
説
の
中
で
無
気
力
な
日
本
青
年
を
措
 
 

い
て
き
た
。
当
時
日
本
の
特
質
的
状
況
で
あ
る
（
監
禁
さ
れ
た
状
態
）
が
、
 
 

日
本
青
年
に
こ
の
 
（
無
気
力
）
 
と
い
う
特
質
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
こ
 
 

の
根
源
と
な
る
も
の
は
、
ア
メ
リ
カ
占
領
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
戦
争
は
 
 

終
わ
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
占
領
軍
の
支
配
の
下
で
日
常
生
活
を
送
る
こ
 
 

と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
希
望
を
持
て
ず
、
「
誇
り
を
感
じ
て
い
な
 
 

い
」
こ
と
に
な
る
。
（
誇
り
）
と
い
う
も
の
は
、
人
間
存
在
の
基
盤
と
な
 
 

る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
す
べ
て
の
行
動
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
中
 
 
 



国
が
徹
底
的
に
長
年
の
植
民
地
・
半
植
民
地
時
代
か
ら
脱
出
し
、
独
立
 
 

自
主
を
獲
得
し
た
た
め
、
中
国
人
が
み
な
強
烈
な
民
族
独
立
意
識
・
民
 
 

族
的
誇
り
を
持
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
日
本
は
ま
だ
ア
メ
リ
カ
占
領
下
 
 

に
あ
る
た
め
、
独
立
し
た
民
族
的
誇
り
も
な
い
。
（
誇
り
）
が
な
い
と
、
 
 

自
然
に
、
希
望
も
見
え
て
こ
ず
、
無
気
力
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
大
江
 
 

健
三
郎
の
日
本
人
観
を
追
求
す
る
の
は
あ
る
程
度
妥
当
な
も
の
と
思
わ
 
 

れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
独
立
・
自
立
に
由
来
す
る
（
誇
り
）
の
発
見
は
、
す
ぐ
さ
ま
、
大
 
 

江
の
作
品
に
投
影
さ
れ
た
。
一
九
六
一
年
一
月
『
小
説
中
央
公
論
』
 
に
 
 

発
表
さ
れ
た
短
編
小
説
「
幸
福
な
若
い
ギ
リ
ア
ク
人
」
に
お
い
て
は
、
（
跨
 
 

り
）
が
存
立
の
基
本
と
し
て
表
象
さ
れ
た
。
こ
の
小
説
に
お
い
て
、
大
 
 

江
は
、
自
分
を
日
本
人
だ
と
思
い
込
ん
だ
青
年
が
、
自
分
が
ギ
リ
ア
ク
 
 

人
と
い
う
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
民
族
に
属
す
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
、
 
 

自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
描
い
た
。
多
 
 

民
族
問
題
の
角
度
か
ら
こ
の
小
説
を
取
り
上
げ
の
は
も
ち
ろ
ん
す
ば
 
 

ら
し
い
視
角
で
あ
る
が
、
注
目
し
て
ほ
し
い
の
は
、
次
の
点
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
作
品
で
は
、
青
年
が
自
分
が
ギ
リ
ア
ク
人
で
あ
る
と
知
り
、
こ
 
 

の
こ
と
が
日
本
人
に
知
ら
れ
た
ら
「
獣
」
や
ら
「
犯
罪
者
」
や
ら
「
障
 
 

尊
者
」
に
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
と
想
像
し
て
、
戸
惑
う
が
、
民
族
の
シ
ャ
ー
 
 

マ
ン
の
示
唆
を
受
け
、
意
識
転
換
を
遂
げ
る
こ
と
で
、
「
絶
望
的
不
幸
」
 
 

か
ら
立
ち
直
り
、
「
幸
福
感
」
を
抱
く
よ
う
に
な
る
。
「
老
人
は
（
中
略
）
 
 

自
分
が
ギ
リ
ア
ク
人
の
シ
ャ
ー
マ
ン
で
あ
る
こ
と
を
も
誇
り
に
み
ち
て
 
 

話
す
の
だ
頂
つ
ま
り
、
誇
り
を
持
っ
て
い
る
シ
ャ
ー
マ
ン
と
出
会
い
、
 
 

自
分
の
民
族
が
自
立
し
た
存
在
と
し
て
日
本
に
暮
ら
し
て
い
る
の
だ
と
 
 

い
う
（
誇
り
）
 
こ
そ
が
、
青
年
に
自
分
が
ギ
リ
ア
ク
人
で
あ
る
と
心
か
 
 

ら
認
め
さ
せ
た
支
え
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
表
面
的
に
見
れ
ば
、
こ
の
 
 

小
説
は
中
国
と
ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
文
脈
で
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
 
 

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
 
（
誇
り
）
 
の
強
調
は
、
中
国
訪
問
に
 
 

よ
る
発
見
さ
れ
た
 
（
誇
り
）
 
の
大
切
さ
と
は
無
関
係
で
は
な
い
。
言
う
 
 

な
れ
ば
、
こ
の
小
説
は
（
誇
り
）
 
の
発
見
の
開
花
で
あ
る
と
も
い
え
る
 
 

で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
み
れ
ば
、
中
国
旅
行
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
日
本
 
 

の
青
年
が
日
本
に
「
誇
り
を
感
じ
て
い
な
い
」
と
い
う
認
識
は
、
以
前
 
 

よ
り
一
歩
進
ん
だ
深
み
の
あ
る
認
識
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
 
 

三
 
（
作
家
と
し
て
の
方
向
性
）
 
の
発
見
 
 

「
「
死
者
の
香
り
」
な
ど
初
期
の
作
品
に
お
い
て
は
、
そ
の
停
滞
と
閉
 
 

塞
を
破
り
だ
そ
う
と
し
て
、
理
念
な
り
価
値
な
り
を
叫
び
だ
し
て
い
な
 
 

い
。
（
中
略
）
『
わ
れ
ら
の
時
代
』
以
後
の
諸
作
に
お
い
て
、
大
江
は
理
 
 

念
な
り
価
値
な
り
を
叫
び
だ
そ
う
と
し
て
、
い
ず
れ
も
失
敗
に
終
わ
っ
 
 

里
 

て
い
る
の
だ
山
と
、
松
本
健
一
氏
は
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
作
品
を
 
 

繰
り
か
え
し
読
ん
で
い
く
と
、
明
瞭
な
叫
び
声
が
こ
そ
聞
こ
え
な
か
っ
 
 

た
も
の
の
、
坤
巷
声
以
外
に
、
日
本
人
に
注
意
を
呼
び
か
け
る
声
が
か
 
 

す
か
に
聞
こ
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

「
今
後
（
第
一
創
作
集
の
後
 
－
 
筆
者
注
）
の
仕
事
で
も
、
ぽ
く
も
や
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は
り
あ
い
ま
い
な
閉
ざ
さ
れ
た
状
況
に
い
る
人
間
を
書
き
た
い
と
思
う
。
 
 

（
中
略
）
そ
し
て
ぽ
く
は
そ
う
い
う
要
素
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
む
す
び
つ
善
 
 

は
じ
め
る
、
芽
の
部
分
を
摘
発
し
た
い
と
考
え
る
と
、
第
一
短
編
集
 
 

『
死
者
の
香
り
』
の
刊
行
に
際
し
て
、
大
江
健
三
郎
が
述
べ
て
い
る
。
こ
 
 

の
「
あ
い
ま
い
な
状
況
」
を
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
結
び
つ
け
て
い
る
点
が
興
 
 

味
深
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
同
じ
エ
ッ
セ
イ
に
は
こ
う
書
い
て
あ
る
。
 
 

「
あ
い
ま
い
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
し
だ
い
に
リ
ア
リ
ス
チ
ッ
ク
 
 

な
判
断
力
や
分
析
力
が
衰
退
し
た
あ
げ
く
、
持
続
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
 
 

う
し
な
っ
て
怒
り
っ
ぽ
く
非
論
理
的
に
な
っ
た
若
い
精
神
の
行
き
つ
く
 
 

と
こ
ろ
は
、
お
お
か
れ
少
な
か
れ
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
つ
な
が
る
。
人
間
 
 

を
閉
ざ
す
壁
を
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
結
び
つ
け
る
論
理
が
、
大
江
健
三
郎
の
 
 

閉
ぎ
さ
れ
た
状
況
に
つ
い
て
の
認
識
で
あ
り
、
問
題
意
識
で
も
あ
る
。
つ
 
 

ま
り
、
当
時
の
日
本
の
青
年
が
「
判
断
力
や
分
析
力
が
衰
退
し
た
」
「
持
 
 

続
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
う
し
な
っ
て
怒
り
っ
ぽ
く
非
論
理
的
に
な
っ
た
 
 

若
い
精
神
」
の
持
ち
主
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
は
、
作
家
と
し
て
の
敏
 
 

感
さ
が
あ
り
、
憂
慮
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
 
 
 

第
二
短
編
集
『
見
る
ま
え
に
跳
ぺ
』
（
一
九
五
八
）
の
後
記
に
「
私
は
 
 

こ
の
創
作
集
に
お
さ
め
た
作
品
を
つ
う
じ
て
一
つ
の
主
題
を
展
開
し
た
 
 

い
と
考
え
ま
し
た
。
強
者
と
し
て
の
外
国
人
と
、
多
か
れ
少
な
か
れ
屈
 
 

辱
的
な
立
場
に
い
る
日
本
人
、
そ
れ
に
そ
の
中
間
者
と
し
て
の
存
在
（
外
 
 

国
人
相
手
の
娼
婦
や
通
訳
な
ど
）
、
こ
の
三
者
の
相
関
を
え
が
く
こ
と
が
、
 
 

す
べ
て
の
作
品
に
お
い
て
く
り
か
え
さ
れ
た
主
題
で
し
た
と
書
き
、
戦
 
 

後
を
む
し
ろ
屈
辱
的
な
占
領
体
験
で
あ
る
と
捉
え
た
大
江
健
三
郎
は
、
こ
 
 

の
よ
う
な
敏
感
さ
と
憂
慮
を
持
っ
て
、
一
九
六
〇
年
の
安
保
闘
争
に
参
 
 

加
し
た
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
民
主
主
義
に
あ
れ
ほ
ど
憧
れ
た
大
江
は
 
 

日
本
の
現
実
こ
現
状
に
大
い
に
不
満
を
感
じ
、
そ
れ
を
打
ち
破
ろ
う
と
 
 

し
て
試
み
て
い
る
う
ち
に
、
安
保
闘
争
の
最
中
の
中
国
旅
行
が
、
あ
る
 
 

程
度
大
江
健
三
郎
に
自
信
を
持
た
せ
、
信
念
を
固
め
さ
せ
、
彼
の
進
む
 
 

ペ
き
方
向
を
は
っ
重
り
と
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
 
 
 

安
保
闘
争
開
始
後
、
中
国
各
地
で
は
大
規
模
な
応
援
活
動
が
行
な
わ
 
 

れ
た
。
『
人
民
日
報
』
に
よ
れ
ば
、
五
月
一
六
日
ま
で
、
全
国
の
三
十
三
 
 

の
都
市
の
計
千
二
盲
万
人
が
、
日
本
の
反
米
運
動
を
応
援
す
る
デ
モ
に
 
 

参
加
し
た
と
い
う
。
ま
た
第
三
次
日
本
文
学
代
表
団
の
上
海
訪
問
が
、
ち
 
 

ょ
う
ど
上
海
の
反
米
宣
伝
週
間
と
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
大
い
に
歓
 
 

迎
さ
れ
た
。
六
月
二
五
日
、
毛
沢
束
、
周
恩
来
は
上
海
で
代
表
団
を
会
見
 
 

し
た
際
、
毛
沢
東
は
「
日
本
の
独
立
と
自
由
は
希
望
の
あ
る
も
の
だ
牒
 
 

と
述
べ
て
い
る
。
大
江
は
中
国
で
、
中
国
人
民
の
反
米
振
り
や
、
安
保
 
 

闘
争
が
中
国
の
政
治
家
に
高
く
評
価
さ
れ
、
中
国
民
衆
に
大
い
に
支
持
 
 

さ
れ
た
の
を
こ
の
目
で
見
て
、
『
世
界
文
学
』
に
「
新
し
い
希
望
の
声
」
 
 

（
六
月
一
一
日
）
、
『
人
民
日
報
』
に
「
日
本
人
民
の
名
義
で
」
（
六
月
二
 
 

六
日
）
を
掲
載
し
、
中
国
人
民
の
支
持
へ
の
感
謝
の
意
と
こ
れ
か
ら
の
 
 

闘
争
へ
の
展
望
を
見
せ
た
。
三
回
も
繰
り
返
さ
れ
た
「
日
本
人
の
心
に
 
 

希
望
を
喚
起
し
よ
う
ー
・
現
在
、
こ
の
よ
う
な
希
望
は
も
う
消
滅
さ
れ
る
 
 

V
鎚
門
 
こ
と
が
で
巷
な
い
。
日
本
人
の
心
に
希
望
を
喚
起
し
よ
う
よ
！
」
 
と
い
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う
よ
う
な
文
句
や
、
「
遠
く
な
い
未
来
、
必
ず
こ
ん
な
日
が
参
っ
て
く
る
 
 
 

－
 
日
本
人
民
共
和
国
の
旗
が
、
中
国
人
民
共
和
国
の
放
と
い
っ
し
ょ
 
 

に
翻
る
日
が
ー
こ
J
の
よ
う
な
日
は
も
う
遠
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
未
来
 
 

は
も
う
明
日
と
同
じ
よ
う
に
近
づ
い
て
き
た
。
こ
れ
が
今
度
の
中
国
旅
 
 

行
と
日
本
の
闘
争
か
ら
得
た
緒
論
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
言
説
は
や
 
 

や
情
緒
的
に
も
見
え
る
が
、
日
本
人
に
希
望
を
喚
起
し
よ
う
と
す
る
意
 
 

識
・
未
来
に
対
す
る
希
望
を
取
り
戻
し
た
興
奮
が
明
ら
か
に
示
さ
れ
て
 
 

い
る
。
 
 
 

「
中
国
へ
の
旅
は
、
（
中
略
）
ま
た
、
ぽ
く
ひ
と
り
で
の
、
は
じ
め
て
 
 

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
旅
は
、
ぽ
く
に
、
自
分
が
泥
棒
の
な
か
を
、
し
や
 
 

に
む
に
歩
い
て
ゆ
く
（
あ
る
い
は
走
っ
て
ゆ
く
）
よ
う
に
し
て
、
つ
づ
 
 

け
て
重
た
、
作
家
と
し
て
の
生
活
の
最
初
の
数
年
を
、
茫
然
と
、
内
省
 
 

的
な
気
分
で
、
ふ
り
か
え
ら
せ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
（
中
略
）
ぽ
く
が
 
 

生
涯
に
わ
た
っ
て
担
い
つ
づ
け
る
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
、
ま
こ
と
に
多
 
 

く
の
こ
と
ど
も
が
、
あ
の
中
国
旅
行
を
契
機
と
し
て
、
ぽ
く
に
始
ま
っ
 
 

た
の
を
、
あ
ら
た
め
て
思
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
中
国
旅
行
に
よ
 
 

る
大
江
の
内
省
の
姿
が
容
易
に
読
み
取
れ
る
。
帰
国
後
に
発
表
し
た
エ
 
 

ッ
セ
イ
「
強
権
に
確
執
を
か
も
す
志
」
に
、
こ
ん
な
一
節
が
あ
っ
た
。
「
一
 
 

九
六
〇
年
夏
に
日
本
を
揺
り
う
ご
か
し
た
も
の
は
、
教
育
の
側
面
か
ら
 
 

い
え
ば
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
精
神
の
抵
抗
的
、
反
逆
的
要
素
を
学
生
た
ち
 
 

の
心
に
加
え
る
仕
事
を
し
た
と
い
っ
て
い
い
と
思
う
。
日
本
の
読
者
と
 
 

作
家
の
両
者
を
ひ
っ
く
る
め
て
、
い
ま
は
じ
め
て
現
実
的
に
、
デ
モ
ク
 
 

ラ
シ
ー
文
学
の
畑
は
ひ
ら
か
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
？
」
と
。
こ
こ
 
 

に
は
、
安
保
闘
争
に
多
大
な
意
義
を
見
つ
け
、
戦
後
を
見
直
す
よ
う
に
 
 

な
っ
た
姿
勢
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
文
学
へ
の
注
目
が
み
え
る
。
 
 
 

現
実
か
ら
疎
外
さ
れ
て
い
る
青
年
ば
か
り
描
い
た
と
い
う
そ
れ
ま
で
 
 

の
姿
勢
を
反
省
す
る
上
で
、
そ
れ
を
つ
く
り
か
え
よ
う
と
し
た
大
江
は
、
 
 

書
斎
に
閉
じ
こ
も
る
だ
け
で
は
な
く
、
「
一
人
の
作
家
と
し
て
、
現
実
生
 
 

活
の
が
わ
か
ら
政
治
を
う
け
と
め
る
人
間
の
声
で
か
た
る
ほ
か
は
な
い
 
 

の
だ
頂
と
い
う
、
現
実
に
参
加
す
る
こ
と
、
政
治
を
受
け
止
め
る
こ
と
 
 

に
よ
っ
て
作
家
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
こ
う
と
覚
悟
し
て
い
た
。
 
 

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
文
化
人
の
交
流
を
目
指
し
た
「
ア
ジ
ア
・
ア
 
 

フ
リ
カ
作
家
会
議
」
一
九
六
一
年
東
京
大
会
の
参
加
に
も
、
積
極
的
に
 
 

現
実
参
加
を
図
る
大
江
の
姿
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
作
家
で
あ
り
な
 
 

が
ら
安
保
闘
争
に
参
加
し
た
自
分
へ
の
自
己
肯
定
で
も
あ
ろ
う
し
、
ま
 
 

た
こ
れ
か
ら
の
創
作
活
動
に
お
い
て
現
実
参
加
・
政
治
参
加
を
作
家
の
 
 

使
命
と
し
て
受
け
と
め
て
い
こ
う
と
す
る
自
己
規
定
で
も
あ
ろ
う
。
つ
 
 

ま
り
、
戦
後
の
民
主
主
義
教
育
を
受
け
た
大
江
は
、
戦
後
を
忘
れ
、
時
 
 

代
風
潮
に
身
を
任
せ
て
し
ま
う
多
く
の
人
々
に
民
主
主
義
の
希
望
を
喚
 
 

起
し
、
（
強
権
に
確
執
を
か
も
す
志
）
を
訴
え
つ
づ
け
る
こ
と
が
、
民
主
 
 

主
義
の
実
現
を
目
標
と
す
る
作
家
の
論
理
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
う
し
て
み
る
と
、
大
江
の
民
主
主
義
に
対
す
る
考
え
方
が
六
〇
年
 
 

安
保
闘
争
の
経
験
と
中
国
訪
問
に
よ
っ
て
突
然
形
成
さ
れ
た
の
で
は
な
 
 

い
。
し
か
し
、
人
々
に
民
主
主
義
の
精
神
と
は
「
抵
抗
的
・
反
逆
的
要
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素
」
で
あ
る
と
教
え
た
大
江
が
、
自
ら
の
戦
後
観
、
即
ち
戦
後
民
主
主
 
 

義
思
想
を
よ
り
明
確
に
固
め
て
い
っ
た
の
は
、
六
〇
年
安
保
闘
争
の
経
 
 

験
と
中
国
訪
問
を
経
て
か
ら
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
に
大
江
は
 
 

六
〇
年
安
保
闘
争
の
経
験
と
中
国
訪
問
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
作
家
的
方
 
 

向
性
の
一
つ
を
決
意
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
 
 

お
わ
り
に
 
 

以
上
、
一
九
六
〇
年
大
江
健
三
郎
の
中
国
旅
行
を
、
訪
中
前
後
の
小
 
 

説
や
エ
ッ
セ
イ
、
言
説
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
考
察
し
た
。
こ
の
よ
 
 

う
に
、
こ
の
中
国
旅
行
は
大
江
健
三
郎
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
結
 
 

論
と
し
て
、
以
下
の
三
点
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
一
九
六
〇
 
 

年
訪
中
の
際
、
大
江
健
三
郎
は
、
中
国
の
専
ら
政
治
的
な
面
に
の
み
着
 
 

眼
し
、
真
の
独
立
を
成
し
遂
げ
た
国
家
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
占
領
下
の
 
 

日
本
と
は
対
照
的
な
存
在
と
し
て
捉
え
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
中
国
 
 

は
あ
る
程
度
大
江
に
よ
っ
て
理
想
化
さ
れ
た
と
も
言
え
る
。
大
江
は
こ
 
 

の
 
（
健
全
な
る
中
国
）
 
の
政
治
や
中
国
に
お
け
る
政
治
と
文
学
と
の
関
 
 

係
に
つ
い
て
、
相
当
好
感
を
示
し
、
傾
倒
を
見
せ
た
。
ま
た
、
大
江
健
 
 

三
郎
は
こ
の
中
国
旅
行
を
通
じ
て
、
日
本
・
日
本
人
の
こ
と
そ
し
て
彼
 
 

自
身
の
こ
と
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
見
、
反
省
す
る
真
新
し
い
視
角
を
 
 

得
て
、
自
分
の
日
本
認
識
・
自
己
認
識
を
深
化
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、
異
 
 

文
化
導
入
に
よ
り
他
者
性
を
摂
取
す
る
意
欲
を
示
し
た
。
さ
ら
に
、
一
 
 

九
六
〇
年
の
中
国
旅
行
に
よ
っ
て
、
大
江
健
三
郎
は
中
国
政
治
や
文
学
 
 

の
あ
り
方
か
ら
大
き
な
示
唆
を
受
け
、
励
ま
さ
れ
、
自
分
の
文
学
を
政
 
 

治
（
社
会
現
実
）
 
に
結
び
つ
け
る
方
向
を
固
め
た
、
と
い
う
こ
と
が
で
 
 

き
よ
う
。
 
 
 

周
知
の
如
く
、
サ
ル
ト
ル
は
『
嘔
吐
』
な
ど
に
お
い
て
、
人
間
の
生
 
 

そ
の
も
の
の
無
意
味
さ
を
表
現
し
た
。
彼
は
第
二
次
世
界
大
戦
で
反
ナ
 
 

チ
ス
人
民
戦
線
に
参
加
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
ン
ガ
ー
ジ
ュ
マ
ン
の
 
 

意
義
を
見
つ
け
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
意
味
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
そ
 
 

の
サ
ル
ト
ル
に
深
く
影
響
さ
れ
た
大
江
健
三
郎
が
、
実
存
主
義
の
こ
の
 
 

変
化
を
知
ら
な
い
は
ず
が
な
い
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
大
 
 

江
の
場
合
は
、
ど
の
よ
う
に
ア
ン
ガ
ー
ジ
ュ
す
る
か
を
「
見
る
ま
え
に
 
 

跳
ぺ
」
や
「
わ
れ
ら
の
時
代
」
な
ど
を
通
じ
て
模
索
し
て
い
く
う
ち
に
、
 
 

中
国
か
ら
の
刺
激
を
受
け
、
戦
後
日
本
青
年
の
生
の
空
虚
さ
を
ア
ン
ガ
ー
 
 

ジ
ュ
で
き
な
い
と
考
え
、
ゆ
え
に
「
一
人
の
作
家
と
し
て
、
現
実
生
活
 
 

（
3
0
）
 
 

の
が
わ
か
ら
政
治
を
う
け
と
め
る
人
間
の
声
で
か
た
る
」
 
こ
と
に
よ
っ
 
 

て
ア
ン
ガ
ー
ジ
ュ
し
て
い
こ
う
と
自
己
規
定
し
た
の
で
あ
る
。
 
 

「
決
し
て
明
る
い
心
を
い
だ
い
て
中
国
へ
出
発
す
る
わ
け
で
は
瑠
な
か
っ
 
 

た
大
江
健
三
郎
は
、
「
中
国
で
自
分
自
身
の
文
学
観
、
ま
た
未
来
像
の
も
 
 

V
桝
爪
 
 

ち
方
に
つ
い
て
有
効
な
体
験
を
す
る
」
 
こ
と
に
な
っ
た
。
少
な
く
と
も
、
 
 

孤
独
な
青
年
作
家
を
外
部
世
界
へ
解
き
放
つ
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
ほ
 
 

か
な
ら
ぬ
中
国
旅
行
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
か
ら
見
て
も
、
一
九
六
〇
年
 
 

の
中
国
旅
行
は
大
江
健
三
郎
に
と
っ
て
、
あ
る
意
味
で
は
、
活
力
を
与
 
 

え
ら
れ
た
、
あ
る
い
は
方
向
付
け
を
見
出
し
た
旅
行
で
あ
る
と
も
い
え
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註
 
 

（
1
）
大
江
健
三
郎
ほ
第
一
短
編
創
作
集
『
死
者
の
馨
り
』
（
文
芸
春
秋
新
祉
、
一
 
 
 

九
五
八
年
三
月
）
の
「
後
記
」
に
お
い
て
、
「
僕
は
こ
れ
ら
の
作
品
を
一
 
 

九
五
七
年
の
ほ
ぼ
後
半
に
書
巷
ま
し
た
。
監
禁
さ
れ
て
い
る
状
態
、
閉
ざ
 
 

さ
れ
た
壁
の
な
か
に
生
き
る
状
態
を
考
え
る
こ
と
が
、
一
貫
し
た
僕
の
主
 
 
 

題
で
し
た
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
の
（
監
禁
さ
れ
た
状
態
）
は
具
体
的
に
 
 

い
え
ば
、
檻
の
中
の
犬
（
「
奇
妙
な
仕
事
」
）
、
カ
リ
エ
ス
病
棟
（
「
他
人
の
 
 

足
」
）
、
学
生
寮
（
「
偽
証
の
時
」
）
、
穴
倉
（
「
飼
育
」
）
、
パ
ス
の
中
（
「
人
 
 

間
の
羊
」
）
、
少
年
院
（
「
鳩
」
）
 
な
ど
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
 
 

（
2
）
大
江
健
三
郎
自
筆
年
譜
（
『
大
江
健
三
郎
全
作
品
1
』
所
収
、
新
潮
社
、
一
 
 
 

九
六
六
年
六
月
）
に
お
い
て
は
「
六
月
、
中
葦
人
民
共
和
国
に
旅
行
す
る
」
 
 

と
書
か
れ
て
い
る
。
 
 

（
3
）
『
大
江
健
三
郎
全
作
品
1
』
所
収
、
新
潮
社
、
一
九
六
六
年
六
月
。
 
 

（
4
）
一
九
六
〇
年
七
月
九
日
、
中
国
を
訪
問
し
た
日
本
文
学
代
表
団
の
歓
迎
報
 
 
 

告
会
が
、
一
ツ
橋
学
士
会
館
で
行
わ
れ
、
大
江
健
三
郎
も
今
度
の
中
国
旅
 
 

よ
う
。
一
九
六
〇
年
と
い
う
の
は
、
日
本
歴
史
の
転
換
点
で
あ
り
、
大
 
 

江
健
三
郎
の
文
学
活
動
の
転
換
点
で
も
あ
る
。
こ
れ
に
か
ん
が
み
、
大
 
 

江
健
三
郎
の
一
九
六
〇
年
中
国
旅
行
は
、
一
作
家
の
展
開
に
か
か
わ
る
 
 

課
題
と
し
て
、
実
に
注
目
さ
れ
る
ぺ
書
出
釆
事
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
 
 

の
で
あ
る
。
 
 

行
に
つ
い
て
報
告
し
、
「
こ
の
旅
行
は
私
に
と
っ
て
非
常
に
意
味
深
か
っ
 
 

た
と
思
い
ま
す
。
中
国
で
私
は
そ
う
思
い
ま
し
た
し
、
日
本
に
帰
っ
た
今
 
 

も
、
強
く
そ
う
思
い
ま
す
。
こ
の
考
え
を
今
後
も
持
ち
つ
づ
け
よ
う
と
思
 
 

い
ま
す
」
。
「
中
国
で
私
は
非
常
に
多
く
の
も
の
を
学
ん
だ
と
思
い
ま
す
が
、
 
 

い
か
に
多
く
の
も
の
を
学
ん
だ
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
考
え
て
い
か
 
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。
『
文
学
』
一
九
六
〇
年
八
月
号
が
、
「
日
 
 

本
と
中
国
T
－
－
中
国
訪
問
文
学
者
歓
迎
報
告
会
よ
り
 
－
 
」
 
の
題
の
下
 
 

で
、
そ
の
中
の
四
民
の
報
告
を
掲
載
し
た
。
大
江
健
三
郎
の
報
告
は
「
明
 
 

る
い
限
の
デ
モ
ク
ラ
ー
ト
を
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
あ
っ
た
。
 
 

そ
し
て
、
十
年
後
に
長
編
小
説
『
遅
れ
て
釆
た
青
年
』
が
新
潮
文
庫
か
 
 

ら
刊
行
さ
れ
た
時
、
大
江
は
「
『
遅
れ
て
釆
た
青
年
』
と
ぽ
く
自
身
」
（
『
遅
 
 

れ
て
釆
た
青
年
』
新
潮
社
一
九
七
〇
年
一
一
月
）
 
に
お
い
て
も
、
「
ぽ
く
 
 

の
個
人
的
な
歴
史
に
と
っ
て
、
中
国
へ
の
旅
は
、
き
わ
め
て
意
味
の
深
い
 
 

も
の
で
あ
っ
た
」
と
し
て
い
る
。
 
 

（
5
）
山
本
健
吉
の
奥
野
信
太
郎
・
山
本
健
吉
・
佐
藤
朔
「
創
作
合
評
」
（
『
群
像
』
 
 
 

一
九
六
〇
年
五
月
号
）
 
に
お
け
る
発
言
に
よ
る
。
 
 

（
6
）
『
新
鋭
文
学
叢
書
1
2
 
大
江
健
三
郎
集
』
（
筑
摩
書
房
、
一
九
六
〇
年
六
月
）
 
 

所
収
。
 
 

（
7
）
「
戦
後
民
主
主
義
は
放
棄
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
」
、
『
思
想
の
科
学
』
一
 
 
 

九
六
九
年
五
月
号
。
 
 

（
8
）
大
江
健
三
郎
「
強
権
に
確
執
を
か
も
す
志
」
、
『
世
界
』
一
九
六
一
年
七
月
 
 
 

号
。
 
 

（
9
）
同
上
。
 
 

（
1
0
）
同
上
。
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（
1
1
）
『
世
界
の
若
者
た
ち
』
（
新
潮
社
、
一
九
六
二
年
八
月
）
「
後
記
」
。
 
 

（
1
2
）
注
（
1
）
を
参
照
。
 
 

（
1
3
）
「
徒
弟
修
業
中
の
作
家
」
、
大
江
健
三
郎
『
厳
粛
な
綱
渡
り
』
（
文
芸
春
秋
 
 
 

社
一
九
六
五
年
l
ニ
月
）
所
収
、
四
〇
貢
。
初
出
（
『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
 
 

八
年
二
月
二
日
）
未
見
。
 
 

（
1
4
）
「
わ
れ
ら
の
性
の
世
界
」
、
大
江
健
三
郎
『
厳
粛
な
綱
渡
り
』
（
文
芸
春
秋
 
 
 

社
一
九
六
五
年
三
月
）
所
収
、
二
三
四
貢
。
初
出
（
『
群
像
』
一
九
五
九
 
 
 

年
一
二
月
）
未
見
。
 
 

（
1
5
）
大
江
健
三
郎
「
孤
独
な
青
年
の
中
質
旅
行
」
、
『
文
芸
春
秋
』
一
九
六
〇
年
 
 

九
月
号
。
 
 

（
1
6
）
同
上
。
 
 

（
1
7
）
大
江
健
三
郎
「
明
る
い
限
の
デ
モ
ク
ラ
ー
ト
を
」
、
『
文
学
』
「
日
本
と
中
 
 
 

国
－
1
中
国
訪
問
文
学
者
歓
迎
報
告
会
よ
り
 
－
 
」
、
一
九
六
〇
年
八
月
 
 
 

号
。
注
（
2
）
を
参
照
。
 
 

（
1
8
）
大
江
健
三
郎
「
戦
後
青
年
の
日
本
復
帰
」
、
傍
点
原
文
、
『
中
央
公
論
』
一
 
 
 

九
六
〇
年
九
月
号
。
 
 

（
1
9
）
避
美
京
氏
の
論
文
「
現
代
文
学
の
課
題
と
し
て
の
多
民
族
社
会
」
を
参
照
。
 
 
 

筑
波
大
学
文
化
批
評
研
究
会
『
多
文
化
社
会
に
お
け
る
（
翻
訳
）
』
（
二
〇
 
 
 

〇
〇
年
六
月
）
所
収
。
 
 

（
2
0
）
『
大
江
健
三
郎
全
作
品
1
』
（
新
潮
社
、
一
九
六
六
年
六
月
）
二
五
四
貢
。
 
 

（
2
1
）
松
本
健
一
「
『
死
者
の
香
り
』
 
－
 
監
禁
さ
れ
た
青
春
」
、
『
現
代
の
眼
』
 
 
 

一
九
七
九
年
一
〇
月
号
。
 
 

（
2
2
）
「
徒
弟
修
業
中
の
作
家
」
、
大
江
健
三
郎
『
厳
粛
な
綱
渡
り
』
（
文
芸
春
秋
 
 
 

社
一
九
六
五
年
三
月
）
所
収
、
四
一
－
四
二
貢
。
初
出
（
『
朝
日
新
聞
』
一
 
 
 

九
五
八
年
二
月
二
日
）
未
見
。
 
 

（
2
3
）
同
上
、
四
〇
頁
。
 
 

（
2
4
）
新
潮
社
、
一
九
五
八
年
一
〇
月
。
二
五
一
貫
。
 
 

（
2
5
）
『
人
民
日
報
』
一
九
六
〇
年
六
月
二
五
日
。
 
 

（
2
6
）
『
世
界
文
学
』
一
九
六
〇
年
六
月
。
 
 

（
2
7
）
『
人
民
日
報
』
一
九
六
〇
年
六
月
二
六
日
。
 
 

（
2
8
）
「
『
遅
れ
て
釆
た
青
年
』
と
ぽ
く
自
身
」
、
大
江
健
三
郎
『
遅
れ
て
釆
た
青
 
 
 

年
』
（
新
潮
社
一
九
七
〇
年
一
一
月
）
四
八
一
－
四
八
二
頁
。
 
 

（
2
9
）
大
江
健
三
郎
「
強
権
に
確
執
を
か
も
す
志
」
、
『
世
界
』
一
九
六
一
年
七
月
 
 

号
。
 
 

（
3
0
）
前
出
。
同
注
（
2
1
）
。
 
 

（
3
1
）
大
江
健
三
郎
「
孤
独
な
青
年
の
中
国
旅
行
」
、
『
文
芸
春
秋
』
一
九
六
〇
年
 
 
 

九
月
号
。
 
 

（
3
2
）
同
上
。
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